
１
一
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ
本
郷
の
歩
み

①
－
草
創
期

　
私
は
昭
和
四
十
一
年
五
月
末
に
、
サ
ッ
カ
ー
の
町

浦
和
市
か
ら
現
在
の
住
居
、
栄
区
に
大
い
な
る
夢
を

抱
い
て
転
居
し
て
来
た
。
い
つ
の
日
に
か
、

一
、
サ
ッ
カ
ー
不
毛
の
こ
の
本
郷
の
地
域
に
必
ず
サ

ッ
カ
ー
を
根
付
か
せ
る
こ
と
。
（
少
年
か
ら
社
会
人

ま
で
の
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
を
つ
く
る
こ
と
）

二
、
将
来
は
こ
の
本
郷
地
区
を
サ
ッ
カ
ー
の
メ
ッ
カ

に
す
る
こ
と
。
（
第
二
の
浦
和
と
す
る
こ
と
）

三
、
全
国
レ
ベ
ル
の
選
手
を
育
成
す
る
こ
と
。
等
の

理
想
を
実
現
す
る
た
め
、
多
く
の
年
月
と
苦
労
は
覚

悟
の
上
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
い
ざ
こ
の
地
に
住
ん

で
み
る
と
、
何
か
ら
初
め
て
い
い
の
か
皆
目
見
当
が

つ
か
な
か
っ
た
。
当
時
こ
の
地
区
に
小
学
校
は
本
郷

小
学
校
一
校
し
か
な
か
っ
た
。
（
平
成
十
二
年
現
在

栄
区
と
し
て
十
六
校
、
本
郷
地
区
と
し
て
は
十
校
前

後
あ
る
）
山
ま
た
山
の
こ
の
地
域
は
少
年
人
口
が
少

な
い
上
に
野
球
が
盛
ん
で
全
く
サ
ッ
カ
ー
の
「
サ
」

の
字
も
な
い
。
少
年
野
球
（
ト
ッ
プ
ボ
ー
ル
使
用
）

の
ロ
ブ
ス
タ
ー
が
テ
レ
ビ
に
出
た
り
し
て
隆
盛
を
極

め
て
い
た
。
こ
の
こ
と
が
逆
境
の
私
の
心
の
火
に
油

を
注
ぐ
結
果
に
な
っ
た
の
も
ま
た
事
実
で
あ
る
。

　
日
曜
日
と
も
な
れ
ば
暇
さ
え
あ
れ
ば
本
郷
小
学
校

や
警
察
学
校
に
出
か
け
片
隅
で
遊
ん
で
い
る
四
、
五

人
の
子
供
達
を
集
め
一
緒
に
ボ
ー
ル
を
蹴
っ
た
。
（
こ

う
し
て
下
地
を
つ
く
っ
た
）
。
昭
和
四
十
三
年
と
記

憶
す
る
が
各
町
内
会
に
お
願
い
し
て
本
郷
小
学
校
で

サ
ッ
カ
ー
に
興
味
の
あ
る
人
達
が
集
ま
っ
た
。
こ
こ

で
初
め
て
サ
ッ
カ
ー
を
し
た
の
で
あ
る
。

　
し
た
が
っ
て
こ
の
時
が
Ｆ
Ｃ
本
郷
の
活
動
の
起
源

と
言
っ
て
よ
い
。
（
以
上
Ｆ
Ｃ
本
郷
二
十
周
年
記
念

誌
か
ら
一
部
抜
粋
）

②
―
指
導
法

　
当
ク
ラ
ブ
の
指
導
法
は
昔
も
今
も
た
い
し
て
変
わ

っ
て
い
な
い
。

　
低
学
年
（
小
学
一
、
二
年
生
）
の
指
導
は
、
子
供

達
が
次
の
練
習
日
が
待
ち
遠
し
い
、
そ
う
い
う
思
い

を
さ
せ
る
指
導
、
こ
れ
が
最
良
の
指
導
と
思
う
し
事

実
そ
う
い
う
指
導
を
し
て
も
ら
っ
て
い
る
。

　
中
学
年
三
、
四
年
生
）
で
は
、
自
我
が
目
覚
め

上
手
に
な
り
た
い
子
供
に
は
基
礎
を
中
心
に
そ
れ
な

り
に
上
を
目
指
し
た
指
導
を
行
う
。

　
高
学
年
（
五
、
六
年
生
）
は
基
本
的
に
は
中
学
年

の
指
導
と
同
じ
で
あ
る
。
た
だ
一
つ
一
つ
の
基
本
プ

レ
イ
を
よ
り
早
く
よ
り
正
確
に
で
き
る
よ
う
に
指
導

し
て
い
る
。
基
本
と
は
例
え
ば
正
確
な
イ
ン
サ
イ
ド

キ
ッ
ク
、
イ
ン
ス
テ
ッ
プ
キ
ッ
ク
、
最
も
大
事
な
ト

ラ
ッ
ピ
ン
グ
他
沢
山
あ
る
。
そ
れ
に
古
く
か
ら
言
わ

れ
て
い
る
三
原
則
、
①
回
り
を
よ
く
観
る
（
判
断
材

料
）
。
②
ボ
ー
ル
に
寄
る
。
（
相
手
に
す
き
を
与
え
な

い
）
③
パ
ス
ア
ン
ド
ゴ
ー
（
パ
ス
し
た
ら
自
分
で
再

び
ボ
ー
ル
を
も
ら
う
、
あ
る
い
は
味
方
の
ス
ペ
ー
ス

を
つ
く
る
）

　
と
も
あ
れ
卒
業
迄
に
は
全
員
基
本
技
術
の
習
得
を

さ
せ
る
。

③
―
活
動

　
昭
和
四
十
三
年
か
ら
活
動
を
始
め
昭
和
四
十
七
年

か
ら
小
学
生
、
中
学
生
チ
ー
ム
と
も
公
式
大
会
に
参

加
、
社
会
人
チ
ー
ム
は
同
四
十
九
年
神
奈
川
県
三
部

リ
ー
グ
に
加
盟
し
、
２
部
リ
ー
グ
そ
し
て
一
部
リ
ー

グ
も
経
験
し
た
が
、
現
在
は
三
部
リ
ー
グ
で
活
動
し

て
い
る
。

　
少
年
の
ク
ラ
ブ
は
今
年
二
月
に
三
十
周
年
記
念
行

事
を
実
施
し
た
。
社
会
人
チ
ー
ム
も
今
年
二
十
六
年

目
を
迎
え
た
。
こ
の
間
少
年
チ
ー
ム
は
春
の
横
浜
ス

ポ
少
大
会
で
四
連
覇
他
、
市
大
会
で
は
数
多
く
優
勝

し
て
い
る
。
平
成
八
年
に
は
神
奈
川
県
代
表
と
し
て

全
国
大
会
に
出
場
し
、
ベ
ス
ト
八
に
入
っ
た
。

　
一
方
選
手
で
は
、
前
ヴ
ェ
ル
デ
イ
川
崎
、
現
ヴ
ィ

ッ
セ
ル
神
戸
キ
ャ
プ
テ
ン
長
谷
部
茂
利
、
元
柏
レ
イ

ソ
ル
、
現
横
浜
Ｆ
Ｃ
有
馬
賢
二
等
が
当
ク
ラ
ブ
の
Ｏ

Ｂ
と
し
て
活
躍
中
で
あ
る
。
ま
た
更
に
、
指
導
者
と

し
て
は
、
金
沢
中
学
校
教
論
の
横
尾
昭
彦
、
つ
い
最

近
高
等
学
校
横
浜
選
抜
チ
ー
ム
と
し
て
上
海
遠
征
し

１
―
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
本
郷
の
歩
み

２
―
栄
区
サ
ッ
カ
ー
協
会

３
―
ま
と
め
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Ｆ
Ｃ
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と
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サ
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カ
ー
協
会



た
監
督
の
斎
藤
敦
（
氷
取
沢
高
校
教
諭
）
、
元
戸
塚

中
学
校
教
諭
、
現
横
浜
Ｆ
Ｃ
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
田
部
和

良
等
が
活
躍
し
て
い
る
。

２
一
栄
区
サ
ッ
カ
ー
協
会

　
当
協
会
の
組
織
は
加
盟
ク
ラ
ブ
か
ら
代
表
を
含
む

二
名
（
中
学
生
部
門
は
一
名
）
の
理
事
を
出
し
、
会

長
以
下
役
員
は
互
選
に
よ
る
。
し
た
が
っ
て
、
真
の

サ
ッ
カ
ー
関
係
者
で
運
営
で
き
る
。
昭
和
五
十
七
年

四
月
に
本
郷
サ
ッ
カ
ー
協
会
と
し
て
発
足
。
同
六
十

一
年
十
一
月
戸
塚
区
か
ら
の
分
区
に
伴
い
栄
区
サ
ッ

カ
ー
協
会
と
改
称
し
現
在
に
至
る
。
春
秋
の
リ
ー
グ

を
始
め
、
年
に
一
度
の
協
会
挙
げ
て
の
サ
ッ
カ
ー
フ

ェ
ス
タ
、
選
抜
チ
ー
ム
の
活
動
等
、
年
々
充
実
し
発

展
的
に
活
発
な
活
動
を
し
て
い
る
。

　
今
年
は
協
会
と
し
て
は
記
念
す
べ
き
年
で
あ
る
。

つ
い
最
近
、
当
協
会
は
二
〇
〇
二
年
Ｆ
Ｉ
Ｆ
Ａ
ワ
ー

ル
ド
カ
ッ
プ
日
韓
共
催
で
実
施
さ
れ
る
の
に
伴
い
、

一
般
区
民
へ
の
ム
ー
ド
の
盛
り
上
げ
と
、
友
好
親
善

交
流
を
目
的
と
し
て
、
小
・
中
学
生
（
選
抜
）
チ
ー

ム
に
よ
る
韓
国
金
浦
市
へ
の
遠
征
を
行
っ
た
。
サ
ッ

カ
ー
試
合
に
よ
る
交
流
を
始
め
連
夜
に
わ
た
る
歓
迎

会
、
懇
親
会
等
で
の
和
気
あ
い
あ
い
と
し
た
雰
囲
気

の
中
で
、
二
〇
〇
二
年
に
向
け
て
の
日
韓
協
力
の
必

要
性
等
、
意
見
交
換
が
多
々
な
さ
れ
、
初
期
の
目
的

は
十
分
果
た
せ
た
と
思
っ
て
い
る
。

　
栄
区
サ
ッ
カ
ー
協
会
と
金
浦
市
サ
ッ
カ
ー
協
会
は

八
月
十
八
日
、
現
地
で
調
印
式
を
行
い
姉
妹
協
会
提

携
を
結
ん
だ
。
サ
ッ
カ
ー
の
交
流
の
み
な
ら
ず
文
化

面
で
も
交
流
し
、
お
互
い
に
末
長
く
友
好
を
育
ん
で

い
こ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
来
年
五
月
に
は
金
浦

市
が
栄
区
を
訪
問
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

３
一
ま
と
め

　
私
は
日
本
で
の
プ
ロ
サ
ッ
カ
ー
、
Ｊ
リ
ー
グ
が
こ

ん
な
に
早
く
設
立
さ
れ
る
と
は
思
っ
て
い
な
か
っ

た
。
一
九
九
三
年
の
Ｊ
リ
ー
グ
の
発
足
時
に
は
、
長

い
間
サ
ッ
カ
ー
に
携
わ
る
者
の
一
人
と
し
て
大
感
激

し
た
も
の
だ
。
二
〇
〇
二
年
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
が
日

韓
共
催
と
し
て
誘
致
で
き
た
の
は
こ
れ
ま
で
の
Ｊ

リ
ー
グ
の
実
績
の
お
陰
だ
と
思
っ
て
い
る
。
念
願
の

二
〇
〇
二
年
大
会
の
特
に
横
浜
国
際
総
合
競
技
場
で

行
わ
れ
る
横
浜
大
会
は
是
が
非
で
も
大
成
功
さ
せ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
に
は
、
一
般
市
民
、
区
民

を
同
一
線
上
に
し
か
も
同
方
向
に
向
い
て
も
ら
う
た

め
の
行
事
を
い
ろ
い
ろ
や
っ
て
理
解
し
て
も
ら
う
必

要
が
あ
る
。

　
栄
区
協
会
の
金
浦
市
と
の
友
好
親
善
交
流
も
そ
の

一
つ
で
あ
る
。
今
後
と
も
当
栄
区
サ
ッ
カ
ー
協
会
は

区
役
所
お
よ
び
体
育
協
会
と
手
を
取
り
合
い
、
一
般

市
民
や
区
民
の
皆
様
に
さ
ら
に
ご
理
解
頂
け
る
よ
う

な
行
事
を
や
っ
て
い
く
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
関
係

者
の
ご
支
援
ご
協
力
を
お
願
い
致
し
た
い
。
サ
ッ

カ
ー
の
お
陰
で
世
に
出
ら
れ
今
日
あ
る
こ
と
を
思
え

ば
、
サ
ッ
カ
ー
界
に
幾
分
な
り
と
も
恩
返
し
す
る
の

が
当
然
の
義
務
と
い
う
思
い
で
、
Ｆ
Ｃ
本
郷
を
育
て
、

栄
区
サ
ッ
カ
ー
協
会
に
携
わ
り
、
横
浜
サ
ッ
カ
ー
協

会
に
も
微
力
な
が
ら
名
を
連
ね
て
い
る
。

　
今
後
と
も
サ
ッ
カ
ー
に
対
す
る
情
熱
だ
け
は
持
ち

続
け
た
い
と
思
っ
て
い
る
。
お
わ
り
に
浦
和
市
立
高

校
時
代
の
今
は
な
き
恩
師
、
鈴
木
駿
一
郎
先
生
に
出

会
う
こ
と
が
無
か
っ
か
な
ら
ば
恐
ら
く
本
文
を
書
く

機
会
は
無
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
先
生
の
一
言
ひ
と
こ

と
が
年
を
経
る
ほ
ど
に
意
味
を
も
っ
て
く
る
。

　
∧
栄
区
サ
ッ
カ
ー
協
会
会
長
、
Ｆ
Ｃ
本
郷
代
表
Ｖ

特
集
・
横
浜
と
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
サ
ッ
カ
ー
⑦
横
浜
の
サ
ッ
カ
ー
文
化
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